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施工計画参考図（新本村橋）
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<施工手順>

 1.施工準備をする。

 5.吊り足場を設置する。

 6.現地寸法等を計測する。

 7.上部構造の補修工を施工する。

 8.下部構造の補修工を施工する。

10.橋面の補修工を施工する。

11.吊り足場工を撤去する。

12.後片付けし、施工完了とする。

注記

 2.桁下作業は非出水期に行うものとし、吊り足場の設置は、
　 非出水期設計水位を考慮し足場下の余裕高を確保すること。

 9.床版下面の鋼板の塗装塗替工を施工する。

3.剥離した塗膜は、適切に処理すること。

 2.仮排水工を行う。

 3.洗堀防止工および張コンクリートの補修を行う。

 4.仮排水工を撤去する。

E.L.±0.00m

 1.橋面からの資材搬入・撤去時には歩行者の安全確保のため、
　 交通誘導警備員を配備する。
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